
東
晋
の
登
山
詩
-
そ
の
背
景

山
　
-
　
仁
者
の
楽
し
む
所

菓
晋
時
代
に
な
る
と
'
「
石
鼓
を
観
る
」
「
楚
山
に
登
る
」
「
衡
山
」

「
従
征
し
て
方
山
の
頭
に
行
-
詩
」
「
会
稽
の
刻
石
山
に
登
る
」
「
諸

兄
弟
と
方
山
に
別
る
る
詩
」
「
白
虎
山
の
詩
」
「
刑
山
に
登
る
」
な
ど

山
の
名
を
詩
題
に
す
え
た
り
へ
　
山
に
登
っ
た
り
す
る
詩
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
が
、
中
国
で
は
古
く
は
山
ほ
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
山
の
詩
が
作
ら
れ
る

に
至
る
背
景
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

山
は
地
形
的
に
は
、

夫
れ
山
は
土
の
衆
ま
れ
る
な
り
.
(
『
国
語
』
周
語
下
)

石
有
り
て
高
し
。
(
『
説
文
解
字
』
巻
九
下
)

と
あ
る
よ
う
に
'
高
-
て
土
や
石
の
あ
る
所
。
語
義
的
に
は
、

山
は
産
な
り
。
生
物
を
産
す
る
な
り
。
(
『
釈
名
』
釈
山
)

山
は
宣
な
り
。
能
く
弓
を
岩
配
し
て
万
物
を
生
ず
る
を
謂
ふ
な
り
。

(
「
説
文
解
字
』
巻
九
下
)

と
あ
り
、
気
を
散
じ
て
万
物
を
生
み
出
す
も
の
と
い
う
。
ま
た
　
『
韓

長
谷
川
　
滋
　
成

詩
外
伝
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
)
　
に
'

J
3
W
3
*
'
J
?
a
　
　
　
　
　
　
　
_
I

夫
れ
山
は
万
人
の
暗
仰
す
る
所
。
材
用
は
男
に
生
じ
、
宝
蔵
は
悪

あ
つ
ま

に
植
ゑ
、
飛
食
は
悪
に
奉
り
、
走
獣
は
鳶
に
伏
す
。
群
物
を
育
て

て
倦
ま
ざ
る
は
、
夫
の
仁
人
志
士
に
似
た
る
有
り
。
是
れ
仁
者
の

山
を
楽
し
む
所
以
な
り
。

と
あ
り
、
『
尚
書
大
伝
』
　
(
『
大
平
御
覧
』
巻
三
八
)
　
に
、

-
わ
い
く
わ
い
ぜ
ん

孔
子
日
は
-
'
夫
れ
山
は
兇
鬼
然
た
り
。
草
木
は
悪
に
生
じ
、
鳥

サ

e

i

獣
は
鳶
に
若
し
　
財
用
は
悪
に
殖
す
。
四
方
皆
な
悪
に
私
与
す
る

こ
と
無
し
。
雲
雨
を
出
だ
し
て
以
っ
て
天
地
の
問
に
通
ぜ
し
む
。

IIX'

陰
陽
は
和
合
し
、
雨
露
の
沢
あ
り
。
万
物
は
以
っ
て
成
り
へ
　
百
姓

え
ノ

は
以
っ
て
饗
-
。
此
れ
仁
者
の
山
を
楽
し
む
な
り
。

と
あ
る
の
は
'
山
と
人
と
の
関
係
を
説
-
も
の
で
あ
る
。

山
が
人
々
に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
の
は
'
高
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
-
'
仁
人
・
志
人
と
同
じ
よ
う
に
万
物
を
た
え
ず
育
て
、
天
地
間

に
ゆ
き
わ
た
る
公
平
無
私
な
自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て
へ
　
人
々
が
恩
恵

を
蒙
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
山
は
仁
者
の
楽
し
む
所
と
な
る
。
楽

(
珪
1
)

し
む
こ
と
は
知
る
こ
と
や
好
む
こ
と
よ
り
も
'
高
い
境
地
で
あ
る
。



山
は
仁
者
の
楽
し
む
所
-
こ
う
い
う
受
け
と
め
方
は
い
つ
ご
ろ
か

ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
r
論
語
j
薙
也
筋
に
「
子
日
は
-
'

知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
と
」
と
あ
る
の
に
よ
れ

ば
'
孔
子
の
時
代
に
は
す
で
に
そ
う
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
と
み
て

よ
い
。
仁
者
が
山
を
楽
し
む
こ
と
に
つ
い
て
へ
　
何
畳
は
「
仁
者
は
山

こ
こ

の
如
-
安
田
な
る
を
楽
し
む
.
自
然
は
不
動
に
し
て
万
物
悪
に
生
ず
」

と
い
い
、
朱
子
は
「
仁
者
は
義
理
に
安
ん
じ
て
厚
重
、
遜
ら
ざ
る
こ

と
山
に
似
た
る
有
り
。
故
に
山
を
楽
し
む
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る

と
'
仁
者
は
義
理
に
安
住
し
へ
　
そ
の
さ
ま
は
安
定
・
堅
固
・
不
動
・

厚
重
で
あ
る
ゆ
え
に
、
仁
者
が
楽
し
む
も
の
は
自
ず
と
そ
れ
を
持
し

て
い
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
山
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
孔
子
が
山
を
楽
し
む
と
い
う
の
は
、
仁
者
と
同
じ
性
向
を
持

し
て
い
る
山
の
、
そ
う
い
う
価
値
や
能
力
を
楽
し
む
と
い
う
の
で

あ
っ
て
'
そ
れ
を
求
め
て
山
に
入
り
、
山
の
美
し
さ
や
山
中
の
生
活

を
楽
し
む
'
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

名
山
　
-
　
仙
人
の
居
所

孔
子
の
福
と
い
わ
れ
る
『
詩
経
』
　
に
も
山
が
あ
る
。
し
か
し
水
に

比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
山
は
楽
し
い
所
と
し
て
で
は

な
-
、
苦
し
い
所
と
し
て
多
-
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の

こ

こ

　

　

　

う

れ

云
何
呼
央
　
　
云
で
何
ぞ
呼
ふ

留
守
居
の
妻
が
石
の
多
い
山
に
捗
っ
て
'

て
い
る
こ
と
を
詠
う
。

こ

捗
彼
暗
彼
号
　
　
　
彼
の
帖
に
捗
り
て

瞭
望
父
号
　
　
　
　
父
を
暗
望
す4

<

わ

父
日
嵯
予
子
　
　
　
父
日
ひ
き
嵯
予
が
子や

(
周
南
・
巻
耳
)

馬
も
駁
者
も
疲
れ
き
っ

よ

行
役
夙
夜
無
巳
　
　
行
役
し
て
は
夙
夜
巳
む
こ
と
無
-

ね

が

　

　

　

こ

れ

上
憤
施
哉
　
　
　
　
上
は
-
は
柄
を
慎
め
よ

猶
来
無
止
　
　
　
　
猶
は
来
た
れ
止
ま
る
無
か
れ
(
貌
風
・
捗
帖
)

出
征
兵
士
が
は
げ
山
に
障
り
、
自
分
を
送
り
出
し
て
-
れ
た
父
の

励
ま
し
や
慰

我
祖
東
山

伯
惜
不
帰

我
来
日
東

蝣
・
-
!
:
-
雨
j
 
t
柁

s
m
J
S
a
画
展

我
心
西
悲

め
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
詠
う
。

ゆ

我
は
東
山
に
狙
き

た
ヽ
i
'
-
r

惰
伯
と
帰
ら
ず

よ

我
東
自
り
来
た
れ
ば

も
う

零
雨
は
其
れ
漂
た
り

我
は
東
に
て
帰
る
と
日
ひ

我
が
心
は
西
に
悲
し
む

(
幽
風
・
東
山
)

東
方
の
山
へ
狙
き
'
久
し
-
帰
れ
な
か
っ
た
兵
士
が
雨
の
中
を
帰

還
す
る
苦
し
み
を
詠
う
。

こ
れ
ら
の
山
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
山
が
あ
る
。
終
南
山
で
あ
る
。

詩
句
で
あ
る
。

捗
彼
硯
央

我
馬
痛
臭

我
僕
痛
臭

*

-

　

　

0

>

2

彼
の
硯
に
捗
れ
ば

つ
か

我
が
馬
は
培
れ
た
り

し
も
べ
　
つ
か

我
が
僕
は
捕
れ
た
り

終
南
何
有

有
条
有
梅

君
子
至
止

錦
衣
狐
裏

終
南
に
は
何
か
有
ら
ん

条
有
り
梅
有
り

君
子
は
至
り
ぬ

a
>
)
E
<

錦
衣
に
狐
菜



顔
如
港
丹

其
君
也
哉

あ
-
た
ん

顔
は
渥
丹
の
如
し

s
a
f
i

其
れ
君
な
る
哉
　
　
　
　
　
　
(
秦
風
・
終
南
)

君
子
つ
ま
り
秦
の
君
主
が
到
着
し
た
終
南
山
は
苦
し
い
所
で
は
な

-
、
「
儀
貌
尊
厳
」
　
(
鄭
葛
)
な
君
主
に
ふ
さ
わ
し
い
山
で
あ
り
'
「
周

(
注
2
)

の
名
山
の
中
南
」
　
(
毛
伝
)
　
な
の
で
あ
る
。

終
南
山
は
周
代
の
名
山
と
い
う
が
、
名
山
と
は
ど
ん
な
意
味
あ
い

を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
辛
氏
三
秦
記
』
　
(
『
太
平
御
覧
』
巻
三
八
)

の
'(

注

3

)

　

り

ざ

ん

太
1
は
喝
山
の
西
に
在
り
.
長
安
を
去
る
こ
と
二
百
里
、
山
の
秀

な
る
者
な
り
。

に
よ
る
と
、
秀
な
る
山
の
こ
と
で
あ
る
。

名
山
の
古
い
例
と
思
わ
れ
る
『
関
令
声
音
内
伝
』
　
(
初
学
記
』
巻
五
)

こ
ま
、

*
ォ
蝣
-
>
*
r

五
百
歳
に
天
下
の
名
山
1
た
び
開
-
。
開
-
時
へ
金
玉
の
精
涌
出

す
。

と
あ
る
。
五
百
年
に
一
度
、
金
玉
の
精
が
涌
き
出
る
、
そ
れ
が
名
山

で
あ
る
。
神
秘
的
な
山
で
あ
る
。

『
史
記
』
巻
二
八
封
禅
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
子
は
天
下
の
名
山
大
川
を
祭
る
。

天
下
の
名
山
は
八
あ
る
も
'
三
は
蛮
夷
に
在
り
、
五
は
中
国
に
在

り
。
中
国
は
華
山
・
首
山
・
太
室
・
泰
山
・
東
薬
へ
　
此
の
五
山
は

黄
帝
の
常
に
源
び
、
神
と
遇
ふ
所
な
り
。
貴
市
は
且
つ
戟
ひ
且
つ

倍
を
学
べ
り
。

黄
帝
が
い
つ
も
遊
ん
で
神
に
会
い
へ
　
仙
術
を
学
ん
だ
所
、
そ
れ
が

名
山
で
あ
る
。

ま
た
　
『
抱
朴
子
』
自
叙
籍
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

の
み

末
だ
松
・
喬
の
道
を
修
す
る
に
若
か
ず
。
我
に
在
る
而
巳
へ
人
に

由
ら
ず
。
将
に
名
山
に
登
り
へ
服
食
し
養
性
せ
ん
と
す
。
(
中
略
)

乃
ち
嘆
じ
て
日
は
-
、
山
林
の
中
に
は
道
無
き
な
り
。
而
る
に
古

-

わ

ん

-

わ

　

　

る

ゑ

ん

の
道
を
修
す
る
者
、
必
ず
山
林
に
入
る
は
、
誠
に
諾
許
よ
り
遥
遠

す
る
を
以
っ
て
、
心
を
し
て
乱
れ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。

さ

う

し

　

す

　

　

す

う

が

く

　

ゆ

今
将
に
本
志
を
遂
げ
へ
桑
梓
を
委
て
て
嵩
岳
に
適
き
'
以
っ
て
方

平
・
梁
公
の
軌
を
尋
ね
ん
と
す
。

赤
松
子
・
王
子
喬
は
古
代
の
仙
人
。
王
方
平
は
後
漠
の
仙
人
。
梁

公
は
未
詳
。
嵩
岳
は
嵩
高
山
で
五
岳
の
1
つ
。
葛
洪
は
名
山
に
登
り
へ

道
を
修
し
た
昔
の
仙
人
に
倣
っ
て
、
服
食
し
養
性
し
た
い
と
い
う
。

登
渉
欝
に
は
ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。

凡
そ
道
を
為
し
薬
を
合
は
せ
、
及
び
乱
を
避
け
て
隠
居
す
る
者
へ

山
に
入
ら
ざ
る
は
美
し
。
然
る
に
山
に
入
る
法
を
知
ら
ざ
る
者
は
'

多
-
禍
害
に
遇
ふ
。
(
中
略
)
　
乱
世
を
避
け
、
逆
を
名
山
に
絶
ち
'

憂
患
無
き
者
は
、
上
元
の
丁
卯
の
日
を
以
っ
て
す
。
(
中
略
)
僑
道

を
求
め
て
名
山
に
入
る
者
は
'
六
美
の
日
・
六
糞
の
時
を
以
っ
て

す
。

仙
道
を
求
め
た
り
、
薬
を
調
合
し
た
り
す
る
時
に
は
名
山
に
入
り
、

ま
た
戦
乱
を
避
け
て
隠
居
す
る
時
も
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。

名
山
に
は
仙
草
・
奇
薬
が
多
か
っ
た
。

名
山
に
は
神
芝
不
死
の
薬
を
生
ず
。
(
『
博
物
志
』
巻
六
)

s
*
g
臼

名
山
の
奇
薬
を
尋
ね
へ
霊
波
を
越
え
て
軽
に
憩
ふ
'
石
上
の
地
黄



さ

い

し

ん

　

ひ

ろ

を
採
り
、
竹
下
の
天
門
を
摘
む
'
曽
嶺
の
細
辛
を
択
ひ
も
幽
潤
の

i

q

此

E

K

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

B

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

n

f

f

i

渓
孫
を
抜
-
'
鐙
乳
を
洞
穴
に
訪
ひ
'
丹
陽
を
紅
泉
に
許
ぬ
。
(
謝

霊
運
「
山
居
の
賦
」
)

「
山
居
の
賦
」
は
東
晋
以
後
の
も
の
で
あ
る
が
へ
　
そ
の
自
注
に
は

^
J
l
j

「
此
れ
皆
な
年
を
住
む
る
の
薬
、
近
山
の
出
だ
す
所
に
し
て
、
采
拾

し
て
以
っ
て
病
を
消
さ
ん
と
欲
す
る
有
り
」
と
い
う
。

無
名
氏
の
　
『
名
山
記
』
　
『
名
山
略
記
』
、
謝
霊
運
の
　
『
遊
名
山
志
』
へ

都
穆
の
　
『
遊
名
山
記
』
な
ど
は
こ
う
し
た
山
々
に
関
す
る
書
物
と
見

て
よ
か
ろ
う
。

以
上
に
よ
る
と
、
名
山
と
は
仙
薬
・
仙
草
が
あ
り
、
仙
術
を
修
得

し
、
仙
人
の
棲
み
家
と
な
る
所
で
あ
る
。
と
す
る
と
へ
　
名
山
と
い
わ

れ
る
終
南
山
も
こ
の
よ
う
な
山
で
は
な
-
て
は
な
ら
な
い
。
前
掲
の

『
辛
氏
三
乗
記
』
　
に
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

B
I
S

中
に
石
室
有
り
。
常
て
一
道
士
有
り
て
'
五
穀
を
食
ら
は
ず
'
自

さ
い
け
つ

ら
太
一
の
精
と
言
ふ
。
斎
潔
す
れ
ば
乃
ち
之
を
見
る
を
得
。
其
の

C

2

j

状
は
仙
人
に
似
た
り
。
山
は
1
に
地
肺
と
名
づ
-
。
洪
水
を
避
-

ふ
ね

ペ
し
。
俗
に
云
ふ
、
上
に
神
人
有
り
。
征
に
乗
り
て
行
き
、
之
を

追
ふ
も
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。

ま
た
皇
甫
語
の
『
高
士
伝
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
)
　
に
は
、

し

<

i

<

　

　

m

,

り

.

A

四
略
の
締
盟
李
等
、
共
に
商
洛
に
入
り
、
地
肺
山
に
隠
れ
て
'
以
っ

て
天
下
の
定
ま
る
を
待
て
り
。
漢
の
高
祖
之
を
徴
す
も
至
ら
ず
。

乃
ち
深
-
自
ら
終
南
山
に
隠
る
。

と
あ
り
、
撞
鴻
の
『
前
奏
記
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
)
　
に
は
、

王
嘉
は
五
穀
を
食
ら
は
ず
、
清
虚
服
気
す
。
清
か
に
終
南
山
に
隠

H
S
^
^
E
S
f
t

れ
、
独
り
底
を
毒
し
て
止
ま
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
'
終
南
山
に
は
五
穀
を
食
わ
ぬ
名
の
知

れ
ぬ
遺
士
や
王
嘉
、
あ
る
い
は
高
祖
の
招
幣
を
辞
し
た
四
時
が
お
り
、

(
注
4
)

彼
ら
の
住
と
な
る
石
室
や
食
と
な
る
霊
芝
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
名
山

で
あ
る
。

名
山
と
は
称
さ
れ
な
い
が
、
蓬
莱
山
・
方
丈
山
・
混
洲
の
三
神
山

も
実
質
的
に
は
名
山
で
あ
る
。

威
・
宣
・
燕
・
昭
自
り
、
人
を
し
て
海
に
入
り
蓬
莱
・
方
丈
・
漏

洲
を
求
め
し
む
O
此
の
三
神
山
は
、
其
の
伝
ふ
る
に
勃
海
中
に
在

り
。
(
中
略
)
蓋
し
嘗
て
至
る
者
有
り
。
借
入
及
び
不
死
の
薬
は
皆

な
悪
に
在
り
.
(
中
略
)
臣
(
李
少
君
)
嘗
て
海
上
に
淳
び
、
安
期

き
ょ
さ
う

生
を
見
る
。
安
期
生
は
巨
東
の
大
い
さ
瓜
の
如
き
を
食
ら
は
し
む
。

安
期
生
は
儒
者
へ
蓬
莱
中
を
通
る
。
(
『
史
記
』
巻
二
八
封
禅
雷
)

こ
う
し
た
名
山
は
以
下
に
挙
げ
る
泰
山
・
天
台
山
、
さ
ら
に
は
華

山
・
衡
山
・
嵩
高
山
・
昆
谷
山
・
鷹
山
・
鐙
山
・
九
疑
山
・
石
鼓
山

等
々
、
そ
の
数
は
決
し
て
少
な
-
な
い
。

道
士
　
-
　
真
人
・
仙
人
・
沙
門

と
こ
ろ
で
道
士
と
は
ど
の
よ
う
な
者
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大

害
頼
書
経
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
二
三
)
　
に
は
い
う
。

人
　
大
道
を
行
ふ
、
号
し
て
道
士
と
日
ふ
。
士
と
は
何
ぞ
や
。
理

な
り
、
事
な
り
。
身
心
　
理
に
順
ふ
は
、
唯
だ
道
に
走
れ
従
ふ
の

み
。
道
に
従
ふ
を
士
と
為
す
。
故
に
道
士
と
称
す
。

大
道
を
行
い
、
道
に
従
う
者
、
そ
れ
が
道
士
で
あ
る
。
こ
こ
に
い



う
道
と
は
ど
の
よ
う
な
道
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
'
道
士
に
は
三
様
の
言
い
方
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
一
つ
は
老
荘
思
想
の
道
に
志
す
者
へ
　
そ
の
体
得
者
、
こ
れ
を

(
ォ
蝣
/
蝣
)

以
下
真
人
と
い
う
。
二
つ
は
神
仙
の
道
に
志
す
者
'
そ
の
体
得
者
、

こ
れ
を
以
下
仙
人
と
い
う
。
三
つ
は
仏
の
道
に
志
す
者
へ
　
そ
の
体
得

者
へ
　
こ
れ
を
以
下
沙
門
と
い
う
。

一
つ
め
の
真
人
に
つ
い
て
は
、
郭
項
の
「
遊
仙
詩
七
首
」
其
の
二

の
「
青
籍
は
千
余
例
、
中
に
一
道
士
有
り
」
に
注
す
る
胡
紹
瑛
が
'

古
は
皆
な
遺
士
を
以
っ
て
有
道
の
士
と
為
す
。
新
序
の
節
土
笛
に
'

か
い
し
す
る

介
子
推
日
-
、
謁
し
て
位
を
得
る
は
、
道
士
居
ら
ず
と
。
是
な
り
。

(
『
文
選
等
証
』
巻
二
二
)

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
r
新
序
』
節
土
笛
の
道
士
は
、
続
-
文
に

れ

ん

し

「
争
ひ
て
財
を
得
る
は
'
廉
士
受
け
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
廉
士
と
同

人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
道
士
は
真
人
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、

『
困
学
紀
聞
』
巻
二
〇
に
は
『
新
序
』
節
士
欝
と
　
『
漢
書
』
巻
七
五

京
房
伝
を
挙
げ
る
。
京
房
伝
の
用
例
は
「
道
人
始
め
て
去
る
と
き
'

5
1
J

涌
水
を
寒
え
し
め
災
を
為
す
」
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
顔
師

古
注
に
は
「
遺
人
は
遺
術
有
る
の
人
な
り
」
と
い
う

二
つ
め
の
仙
人
に
つ
い
て
へ

後
乃
ち
仙
隠
の
称
と
為
す
。

云
ふ
'
神
明
台
は
五
十
丈
、

(
江
6
)

胡
招
嘆
は
ま
た
い
う
。

(
注
7
)

(
中
略
)
漢
の
郊
把
志
の
漢
宮
閣
疏
に

つ
ね

上
に
九
室
有
り
て
首
に
九
天
道
士
百

人
を
置
-
と
。
蓋
し
武
帝
自
り
始
ま
り
し
な
ら
ん
。

胡
紹
瑛
に
よ
る
と
'
道
士
は
古
-
は
有
道
の
士
　
(
真
人
)
　
に
用
い

た
が
、
漠
の
武
帝
以
後
、
仙
隠
(
仙
人
)
　
の
呼
称
と
な
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
.
従
っ
て
胡
紹
瑛
は
次
の
資
料
を
「
穆
王
・
平
王
の
事
は
考

ふ
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
'
否
定
す
る
o

い
ん
し
ん
じ
ん

周
の
穆
王
は
神
仙
を
尚
ふ
。
声
真
人
の
楼
観
に
軍
制
す
る
に
困
り
'

遂
に
幽
逸
の
人
を
召
し
、
置
き
て
遺
士
と
為
す
。

平
王
の
洛
邑
に
東
遷
す
る
や
'
又
道
士
七
人
を
置
-
0
(
『
初
学
記
』

(
注
8
)

巻
二
三
所
引
「
楼
観
本
記
』
)

因
み
に
　
『
大
平
御
覧
』
巻
六
六
六
に
引
-
次
の
遺
士
は
'
漢
以
後

と
は
限
ら
な
い
。

り

う

よ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

い

せ

ん

劉
靖
へ
字
は
子
相
、
後
漢
の
人
な
り
。
世
J
/
穎
川
に
居
る
。
家
富

す
く

み
貧
を
済
ふ
を
以
っ
て
事
と
為
す
。
陳
留
太
守
と
為
り
て
後
、
官

を
去
る
。
山
に
入
り
て
道
士
と
為
る
。

・

-

>

*

蝣

<

う

し

人

　

　

　

し

_

・

ヽ

ざ

淳
子
掛
、
字
は
叔
顕
へ
会
稽
の
人
な
り
。
漢
の
桓
帝
の
時
、
県
令

と
為
る
。
山
に
入
り
て
道
を
修
す
。

り

う

-

わ

ん

　

　

ぶ

ん

ぜ

う

劉
寛
、
字
は
文
供
、
後
漠
の
南
陽
太
守
。
年
七
十
三
、
華
山
に
入

H
B
E
a
S

り
て
丹
桑
を
服
す
。
(
以
上
『
真
語
』
)

し

ゃ

う

ふ

す

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

つ

へ

う

し

落
負
翁
は
義
興
の
人
な
り
。
晋
陵
の
辞
彪
之
と
俗
外
の
交
を
為
す
。

s

c

a

n

研

　

　

　

　

E

3

4

7

B

茅
山
に
去
来
L
へ
栖
託
を
志
す
有
り
。
斉
の
永
明
中
へ
　
暫
-
都
に

S
E

下
り
、
陶
隠
居
と
一
遇
し
、
便
ち
素
契
を
尽
-
す
。
陶
後
に
綬
を

し

m

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

*

'

解
き
、
字
を
中
茅
に
結
ぶ
。
伐
り
に
負
易
に
講
ひ
嶺
を
度
る
。
経

典
薬
術
に
就
き
'
常
に
共
に
之
を
論
ず
。

3
E
l
悶
此

許
遇
へ
字
は
叔
玄
、
少
名
は
映
'
後
に
名
を
遠
遊
と
改
む
。
仙
道

を
求
む
る
を
志
し
、
臨
安
の
西
山
に
入
り
、
月
を
経
る
も
返
ら
ず
。

亦
た
其
の
之
-
所
を
知
ら
ず
。

n

一

T

ォ

サ

w

龍
威
丈
人
は
'
山
中
に
て
道
を
得
た
る
者
な
り
。
時
人
其
の
名
を



E?Ef15E

知
る
美
し
。
号
し
て
山
隠
居
と
日
ふ
。
倣
然
と
し
て
群
せ
ず
、
高

-
人
の
世
を
絶
つ
。
(
『
太
平
経
」
)

ま
た
『
列
仙
伝
」
　
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

王
子
喬
は
周
の
霊
王
の
太
子
の
晋
な
り
。
(
中
略
)
伊
・
洛
の
間
に

唄
n
m
t
M
i
i
旨

遊
び
、
道
士
の
浮
丘
公
は
接
す
る
に
嵩
高
山
に
上
る
を
以
っ
て
す
。

し
・
*
-
s
M
,
-
r
-
>
蝣
-
^

稜
丘
君
は
大
山
の
下
の
遺
士
な
り
。

い

づ

こ

主
柱
は
何
所
の
人
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
遺
士
と
共
に
宕
山

に
上
る
。

さ

V

・

サ

)

　

ォ

f

T

せ

い

山
図
は
隈
西
の
人
な
り
。
(
中
略
)
道
人
を
追
ひ
之
に
間
ふ
。
能
-

吾
に
随
は
ば
へ
汝
を
し
て
死
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
。

し

ゅ

く

わ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ど

-

か

朱
項
は
広
陵
の
人
な
り
。
少
-
し
て
毒
痕
を
病
み
へ
堆
山
の
上
の

道
士
の
院
丘
に
就
-
。
丘
は
之
を
憐
み
て
言
ふ
'
細
　
腹
中
の
三

戸
を
除
け
ば
'
真
人
の
業
有
り
'
度
教
す
べ
L
と
。

こ
れ
ら
の
道
士
は
み
な
山
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
山
は
名
山
で
'

そ
こ
で
服
食
養
生
L
へ
神
仙
の
道
を
修
し
て
い
る
。
し
か
し
遺
士
は

そ
の
名
山
を
美
し
い
と
は
感
じ
て
い
な
い
。

:
t
ォ
i
呂
E

な
お
、
仙
人
の
意
の
道
士
は
、
前
掲
の
　
『
辛
氏
三
秦
記
』
　
で
は
押

入
と
も
太
1
の
精
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
右
の
『
列
仙
伝
』
　
で

は
遺
人
と
も
真
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

三
つ
め
の
沙
門
の
道
士
は
、
『
太
平
御
覧
』
巻
六
六
六
に
は
見
え

ず
、
F
世
説
新
語
』
に
見
え
る
。
た
だ
し
道
士
で
は
な
-
、
道
人
と
し

て
見
え
る
。

林
道
人
　
謝
公
に
詣
る
O
　
(
文
学
符
)
林
道
人
は
r
高
僧
伝
』
巻
四

に
伝
が
あ
る
。
謝
公
は
謝
安
。

な

高
座
道
人
　
漢
語
を
作
さ
ず
。
(
言
語
篇
)
高
座
道
人
は
冒
同
座
別

伝
』
　
(
言
語
窟
注
所
引
)
　
に
伝
が
あ
る
。

ぢ
-
は
ふ
し
ん

竺
法
深
　
間
文
の
坐
に
在
り
。
劉
声
間
ふ
、
道
人
何
を
以
っ
て
朱

門
に
源
ぶ
や
と
。
(
言
語
符
)
　
竺
法
深
は
　
冒
同
逸
沙
門
伝
』
　
(
言
語

篇
注
所
引
)
、
『
人
物
論
』
　
(
文
学
篇
注
所
引
)
に
伝
が
あ
る
。
簡
文

は
簡
文
帝
へ
　
劉
声
は
劉
恨
。

?
_
蝣
~
f
'
*
>
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=
-

態
度
遺
人
　
始
め
て
江
を
過
ぎ
ん
と
欲
し
、
1
の
恰
遺
人
の
侶
と

為
る
。
(
仮
謂
盾
)
懸
度
道
人
は
『
名
徳
沙
門
題
目
』
　
(
仮
請
窟
注

所
引
)
、
『
高
僧
伝
』
巻
四
に
伝
が
あ
る
。

殿
中
軍
は
廃
せ
ら
れ
て
東
陽
に
徒
る
。
大
い
に
仏
教
を
読
み
、
皆

s

c

i

ォ

a

　

　

　

　

　

川

3

な
精
解
す
。
唯
だ
事
数
の
処
に
至
り
て
解
せ
ず
。
遇
J
V
 
l
遺
人
に
見

せ
ん

ひ
て
缶
す
る
所
を
間
へ
ば
へ
　
便
ち
釈
然
た
り
。
(
文
学
欝
)
殿
中
軍
は

股
浩
。遺

人
の
語
は
前
掲
の
　
『
漢
書
』
京
房
伝
に
見
え
、
そ
こ
で
は
真
人

の
こ
と
で
あ
っ
た
L
へ
　
ま
た
　
『
列
仙
伝
』
　
で
は
仙
人
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
東
晋
の
こ
ろ
か
ら
沙
門
の
こ
と
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

泰
山
　
-
　
封
禅
・
仙
界

む

か

い

し

と
こ
ろ
で
五
岳
の
1
つ
で
'
東
方
に
位
置
す
る
泰
山
は
無
懐
氏
以

下
へ
漢
の
武
帝
に
至
る
ま
で
封
禅
の
儀
を
行
っ
た
山
で
あ
る
と
、
『
史

記
』
巻
二
八
封
禅
書
に
は
あ
る
。
封
禅
を
行
う
所
と
し
て
、
な
ぜ
泰

山
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
由
緒
あ
る
山
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。



K
3
=
i
閲
歴

魯
邦
是
窟

が
ん
が
ん

泰
山
は
巌
巌
と
し
て

み

魯
邦
是
れ
屠
る
　
　
　
　
(
『
詩
経
』
魯
頒
・
関
宮
)

泰
山
は
一
に
天
孫
と
日
ふ
。
天
帝
の
孫
為
る
を
言
ふ
な
り
。
魂
を

召
す
を
主
る
。
東
方
は
万
物
始
め
て
成
る
。
故
に
人
の
生
命
の
長

短
を
知
る
。
(
『
初
学
記
し
巻
五
所
引
『
博
物
志
』
)

蝣

C

!

Z

+

-

-

c

T
に
岱
宗
と
日
ふ
。
王
者
の
命
を
受
け
姓
を
易
ふ
る
や
、
功
を
報

じ
成
を
告
ぐ
る
は
、
必
ず
岱
宗
に
於
い
て
す
る
を
言
ふ
な
り
。
東

方
は
万
物
始
め
て
交
代
す
る
処
な
り
。
宗
は
長
な
り
。
群
岳
の
長

為
る
を
言
ふ
。
(
『
初
学
記
』
巻
五
所
引
『
五
経
通
義
』
)

泰
山
は
高
-
て
'
天
帝
の
子
孫
で
群
岳
の
長
へ
　
し
か
も
万
物
が
始

め
て
成
る
東
方
に
位
置
す
る
山
で
あ
る
。
そ
こ
は
土
壇
を
築
い
て
天

を
祭
り
、
易
姓
に
よ
る
王
者
が
天
下
太
平
を
報
告
す
る
封
禅
の
儀
を

行
う
の
に
最
適
な
山
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

封
禅
の
儀
が
行
わ
れ
た
由
緒
あ
る
泰
山
に
は
、

山
頂
の
西
巌
は
仙
人
の
石
間
為
り
。
(
『
初
学
記
』
巻
五
所
引
『
漢

官
儀
』
)

泰
山
に
は
芝
草
五
石
多
し
。
下
に
洞
天
有
り
'
周
廻
三
千
里
、
鬼

神
の
府
あ
り
。
(
『
初
学
記
』
巻
三
九
所
引
r
遺
書
福
地
記
j
)

と
あ
る
よ
う
に
'
仙
人
が
お
り
、
仙
草
・
仙
薬
に
も
恵
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
巌
巌
た
る
泰
山
と
不
老
長
寿
の
術
を
修
養
す
る
仙
人
、

こ
の
二
つ
が
結
び
つ
-
の
は
ご
-
自
然
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

蓬
莱
山
に
い
た
仙
人
の
安
期
生
と
通
じ
て
い
た
と
い
う
申
公
の
書

こ
ま
、封

禅
す
る
も
の
七
十
二
王
、
唯
だ
黄
帝
の
み
泰
山
に
上
り
て
封
ず

る
を
得
た
り
。

と
あ
り
、
申
公
の
言
と
し
て
'

漢
主
も
亦
た
当
に
上
り
て
封
ず
べ
し
。
上
り
て
封
ず
れ
ば
則
ち
能

-
倍
し
て
天
に
畳
ら
ん
。
(
『
史
記
』
巻
二
八
封
禅
書
)

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
泰
山
と
仙
人
が
深
-
結
び
つ
い
て
い

た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

泰
山
に
い
た
仙
人
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
者
が
い
る
。

し

ょ

-

き

う

-

ん

　

　

　

　

ふ

も

と

稜
邸
君
は
泰
山
の
下
の
道
士
な
り
。
漢
武
　
泰
山
を
東
巡
す
る

屈
r
a

に
、
乃
ち
琴
を
擁
き
て
来
拝
す
。

撞
文
子
は
泰
山
の
山
人
な
り
。
責
老
を
好
み
、
山
下
に
潜
居
す
。

3
E
Z
E
3

黄
丸
を
作
り
て
売
薬
す
。
疫
気
有
る
者
へ
薬
を
飲
め
ば
即
ち
愈
ゆ
。

(
『
初
学
記
』
巻
五
所
引
『
列
仙
伝
』
)

処
士
の
張
忠
は
泰
山
に
隠
れ
へ
岩
に
棲
み
谷
に
飲
む
。
導
発
の
法

3
3

を
修
す
る
に
、
石
を
聖
ち
て
釜
を
為
る
o
泰
山
の
人
へ
今
に
干
い

て
之
を
法
と
す
。
(
F
初
学
記
』
巻
五
所
引
接
鴻
『
前
奏
録
』
)

遺
士
と
も
山
人
と
も
処
士
と
も
呼
ば
れ
る
仙
人
は
、
泰
山
で
長
生

の
薬
を
作
っ
た
り
、
養
生
法
を
修
得
し
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
『
抱
朴
子
』
　
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

威
厳
た
る
泰
山
は
楽
し
い
所
で
は
な
-
、
世
俗
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

苦
し
い
所
で
あ
り
'
だ
か
ら
こ
そ
そ
こ
が
仙
人
の
修
養
に
ふ
さ
わ
し

い
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
仙
人
と
い
え
ば
'
風
雨
や
白
雲
や
雲
気
が
つ
き
も
の
だ
が
、

そ
れ
は
仙
人
が
生
来
的
に
有
し
て
い
た
の
で
は
な
-
、
r
尚
古
大
伝
』

に
あ
っ
た
よ
う
に
'
山
は
そ
も
そ
も
雲
や
雨
を
出
す
所
で
あ
り
、
封



禅
の
際
に
も
生
じ
た
。
た
と
え
ば
へ

皆
な
泰
山
に
至
り
て
后
土
を
祭
る
。
封
禅
の
詞
、
其
の
夜
に
は
光

有
る
が
若
く
昼
に
は
白
雲
の
封
中
に
起
こ
る
有
り
。
(
『
史
記
』

巻
二
八
封
禅
書
)

光
武
　
泰
山
に
封
ず
。
雲
気
　
宮
閑
を
成
す
。
(
『
太
平
御
覧
』
巻

三
九
所
引
裏
山
松
『
後
漢
書
』
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
五
岳
や
西
王
母
の
い
る
昆
谷
山
、

安
期
生
、
負
局
先
生
の
い
る
三
神
山
に
は
雲
や
雨
や
風
が
あ
っ
た
。

ふ

す

ん

五
岳
は
皆
な
石
に
触
れ
て
雲
を
出
だ
す
。
膚
寸
に
し
て
合
し
、
朝

を

を
崇
へ
ず
し
て
雨
ふ
る
。
(
冒
H
文
類
衆
』
巻
1
所
引
F
尚
書
大
伝
』
)

昆
谷
山
に
は
五
色
の
雲
気
あ
り
。
(
『
芸
文
類
繋
』
巻
1
所
引
『
河

¥El)
未
だ
至
ら
ざ
る
に
'
之
を
望
む
こ
と
雲
の
如
し
。
到
る
に
及
べ
ば
、

三
神
山
は
反
っ
て
水
下
に
居
る
。
之
に
臨
め
ば
、
風
は
靴
ち
引
き

去
り
'
終
に
能
-
至
る
も
の
美
し
と
云
ふ
。
(
『
史
記
』
巻
二
八
封

禅
書
)

雲
・
雨
・
風
が
仙
人
と
結
び
つ
-
事
例
も
少
な
-
な
い
。

赤
松
子
は
神
農
の
時
の
雨
師
な
り
0
　
(
中
略
)
帝
は
西
王
母
の
石
室

中
に
止
ま
り
'
風
雨
に
随
ひ
て
上
下
す
。

赤
松
子
興
は
黄
帝
の
時
の
人
な
り
。
(
中
略
)
舵
-
風
雨
に
随
ひ
て

上
下
す
。

け

ん

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

う

ざ

ん

消
子
は
斉
の
人
な
り
。
(
中
略
)
宕
山
に
隠
れ
、
能
-
風
雨
を
致
せ

り
O

H
M
S
製

師
門
は
噺
父
の
弟
子
な
り
。
(
中
略
)
　
1
旦
風
雨
あ
り
て
之
を
迎

ふ
。
(
以
上
『
列
仙
伝
』
巻
上
)

か

′

c

¥

-

<

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

葛
玄
は
事
に
乗
り
て
過
ぎ
下
り
ず
。
須
輿
に
し
て
大
風
廻
り
て
玄

S
E
E
K
S

の
車
を
逐
ふ
有
り
。
塵
攻
は
天
に
湿
り
へ
従
者
皆
な
辞
易
す
。
玄

5
Z
3

乃
ち
大
い
に
怒
り
て
日
は
-
'
小
邪
敢
へ
て
爾
る
や
と
。
即
ち
手

を
挙
げ
て
風
を
止
む
れ
ば
、
風
便
ち
止
む
。
(
『
神
仙
伝
』
巻
八
)

千
載
　
世
を
厭
ひ
'
去
り
て
上
倍
す
o
彼
の
白
雲
に
乗
り
て
'
帝

-
」
>
.
-

郷
に
至
れ
ば
'
三
患
至
る
莫
-
し
て
、
身
常
に
挟
ひ
無
し
。
(
『
荘

子
』
　
天
地
篇
)

以
後
こ
れ
ら
の
語
は
仙
人
と
深
-
結
び
つ
き
へ
仙
人
を
象
徴
す
る

語
と
な
り
、
貌
晋
の
「
遊
仙
詩
」
に
は
頻
り
に
用
い
ら
れ
た
。

つ
い
で
に
い
え
ば
、
稜
邸
君
が
漢
の
武
帝
に
拝
謁
し
た
と
き
持
っ

て
い
た
琴
も
ま
た
、
仙
人
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

務
光
は
夏
の
時
の
人
な
り
。
耳
の
長
さ
は
七
寸
。
琴
を
好
み
、
蒲
・

玉
の
根
を
服
す
。

ひ

琴
高
は
超
の
人
な
り
。
琴
を
鼓
-
を
以
っ
て
宋
の
康
王
の
舎
人
と

M
S

遣
先
は
宋
の
人
な
り
.
(
中
略
)
数
十
年
し
て
宋
の
城
門
に
据
し
、

琴
を
薮
-
こ
と
数
十
日
、
乃
ち
去
る
。
(
以
上
『
列
仙
伝
』
巻
上
)

天
台
山
　
-
　
仙
人
・
沙
門

会
稽
の
天
台
山
も
例
に
も
れ
ず
、
高
-
て
世
俗
か
ら
遠
-
隔
絶
さ

れ
た
所
に
あ
っ
た
。

天
台
山
は
超
然
と
し
て
秀
出
せ
り
。
山
に
八
重
有
り
'
之
を
視
る

こ
と
1
帆
の
如
し
.
高
さ
1
万
八
千
丈
、
周
廻
八
百
里
。
(
『
太
平



御
覧
』
巻
四
一
所
引
『
臨
海
記
』
)

ゆ
る
が

会
稽
の
天
台
山
は
遥
遠
に
し
て
'
生
を
忽
せ
に
し
形
を
忘
る
る
に

!"ォ

非
ざ
る
自
り
は
'
摂
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
(
『
太
平
御
覧
』
巻

四
1
所
引
『
異
苑
』
)

物
と
我
と
の
区
別
を
忘
れ
へ
無
為
自
然
の
道
を
悟
ら
な
け
れ
ば
、

天
台
山
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
天
台
山
は
天
台
宗
の
聖
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
'
そ
も
そ
も
は
仙
人
が
い
た
所
で
あ
る
。

c

3

E

W

明

天
台
山
は
刻
県
に
在
り
。
即
ち
是
れ
衆
聖
の
降
る
所
に
し
て
'
葛

仙
公
の
山
な
り
。
(
『
芸
文
類
異
』
巻
七
所
引
『
名
山
略
記
』
)

~
.
"
.
<
T

天
台
山
は
人
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
(
中
略
)
上
に
竣
楼
・
玉
閣
・

l

z

v

-

ヽ

天
堂
・
慧
林
・
醒
泉
有
り
て
、
仙
物
は
畢
-
備
は
る
。
晋
の
隠
士

は
く
だ
う
い
う

の
白
道
猷
　
之
を
過
ぐ
る
を
得
る
に
、
醍
泉
・
紫
芝
・
霊
薬
を
得

た
り
。
(
『
太
平
御
覧
』
巻
四
六
所
引
『
啓
蒙
記
注
』
)

よ

て

よ

ノ

　

　

　

　

t

/

こ

う

余
桃
の
人
の
虞
洪
は
山
に
入
り
て
若
を
採
る
に
、
一
道
士
の
三
青

羊
を
牽
-
に
遇
へ
り
。
洪
を
引
き
天
台
の
淫
泉
に
至
り
て
日
は
く
'

吾
は
丹
丘
子
な
り
と
。
(
『
太
平
御
覧
』
巻
四
1
所
引
『
神
輿
経
』
)

り

0

う

し

ん

げ

ん

ち

.

1

う

ま
た
後
漢
の
明
帝
の
永
平
五
年
(
六
二
)
へ
劉
良
・
阪
撃
の
二
人

が
天
台
山
に
入
っ
て
迷
い
、
桃
の
実
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
い
で
い

た
と
こ
ろ
、
山
中
で
出
会
っ
た
二
人
の
女
に
厚
-
も
て
な
さ
れ
'
半

年
後
帰
郷
し
て
み
る
と
、
こ
の
世
は
七
代
も
経
っ
て
い
た
(
『
太
平
御

覧
』
巻
四
7
所
引
『
幽
明
録
』
)
　
と
い
う
話
も
、
仙
界
の
こ
と
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
天
台
山
が
北
方
の
三
神
山
に
匹
敵
す
る
'
い
わ
ば
名
山

で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
「
天
台
山
に
遊
ぶ
の
賦
」
を
著
し
た
東
晋

の
孫
縛
で
あ
る
。

天
台
山
は
蓋
し
山
岳
の
神
秀
な
る
者
な
り
。
海
を
捗
れ
ば
則
ち
方

丈
・
蓬
莱
有
り
、
陸
に
登
れ
ば
則
ち
四
明
・
天
台
有
り
。
皆
な
玄

聖
の
遊
化
す
る
所
'
霊
仙
の
窟
宅
す
る
所
な
り
。

天
台
山
に
は
玄
聖
・
雲
仙
の
い
る
神
秀
な
る
山
岳
で
'
三
神
山
ど

こ
ろ
か
、
五
岳
に
も
匹
敵
す
る
が
、
五
岳
に
も
名
を
列
ね
ず
、
経
典

に
も
名
が
載
ら
な
い
の
は
、
あ
ま
り
に
も
絶
域
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

・
か

五
岳
に
列
せ
ず
'
常
典
に
載
す
る
を
閲
-
所
以
の
者
は
、
宝
に
立

H
a
s

つ
所
の
冥
奥
に
し
て
'
其
の
路
の
幽
遇
な
る
を
以
っ
て
に
あ
ら
ず

や
。

絶
域
に
あ
る
た
め
に
、
こ
こ
に
登
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
少
な
く
、

王
者
と
て
神
を
祭
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
全
く
天
台
山

に
登
る
手
だ
て
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

す

夫
の
世
を
遺
て
道
を
翫
び
'
粒
を
絶
ち
芝
を
茄
ら
ふ
者
に
非
ざ
れ

い

づ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

ば
'
烏
-
ん
ぞ
能
-
軽
挙
し
て
之
に
宅
ら
ん
や
。
夫
の
遠
-
寄
せ

は

る

　

　

き

ぐ

冥
か
に
捜
り
、
信
を
篤
-
し
神
に
通
ず
る
者
に
非
ざ
れ
ば
'
何
ぞ

肯
て
遥
か
に
想
ひ
て
之
を
存
せ
ん
や
。

そ
の
手
だ
て
は
二
通
り
あ
る
と
い
う
0
　
1
つ
は
仙
人
に
な
っ
て
軽

(
注
1
)

挙
し
、
天
台
山
に
住
む
こ
と
。
粒
を
絶
ち
芝
を
茄
ら
ふ
の
は
仙
人
の

す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は
沙
門
に
な
っ
て
想
像
し
、
天
台
山
を
脳

裏
に
止
め
る
こ
と
。
信
を
篤
-
し
神
に
通
ず
る
の
は
こ
こ
の
表
現
法

(ffln

か
ら
考
え
て
、
仙
人
の
す
る
こ
と
を
-
り
返
し
て
述
べ
て
い
る
の
で

な
-
、
仙
人
と
は
違
う
人
の
す
る
こ
と
'
つ
ま
り
沙
門
の
す
る
こ
と

と
理
解
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。



こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
'
天
台
山
は
仙
人
だ
け
で
は
な
く
沙
門

と
の
関
連
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
-
る
。
「
天
台
山
に
遊
ぶ
の
賦
」
に
神

仙
・
老
荘
・
仏
教
の
三
教
融
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
'
従
来
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

l
i
:
:
'
'
;

智
顎
が
天
台
山
に
入
っ
て
修
禅
寺
を
建
て
天
台
宗
を
開
い
た
の

は
、
孫
縛
の
死
後
お
よ
そ
二
百
年
経
て
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
天
台

山
は
天
台
宗
の
聖
地
と
し
て
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
い

る
沙
門
を
道
士
と
い
う
。

山
に
登
る
詩
　
-
　
玄
言
詩

東
晋
時
代
の
山
に
登
る
詩
に
詠
わ
れ
る
山
は
'
そ
う
で
は
な
い
山

も
あ
る
が
'
お
お
む
ね
名
山
で
あ
る
。
そ
の
考
察
は
他
日
に
譲
る
が
、

(
注
ー
)

庚
閲
の
詩
に
見
え
る
山
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
し
た
。

東
晋
時
代
の
南
方
の
山
は
、
『
詩
経
』
以
来
の
北
方
の
山
と
は
違
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
名
山
と
い
わ
れ
る
山
は
高
-
て
'
世
俗
か

ら
遠
ざ
か
っ
た
所
に
あ
っ
た
。
人
々
は
そ
こ
に
登
っ
て
、
仙
人
の
営

み
を
す
る
者
も
い
た
し
、
仙
人
気
ど
り
で
そ
の
雰
囲
気
に
浸
る
者
も

い
た
。こ

う
し
た
傾
向
は
当
時
の
玄
言
詩
と
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
時
ま
だ
名
山
に
美
は
発
見
し
て
い

な
い
が
、
後
釆
の
山
水
詩
を
生
み
出
す
下
地
に
は
な
っ
て
い
た
こ
と

も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
東
晋
時
代
の
山
に
登
る
詩
は
'

注
目
す
べ
き
詩
の
一
つ
で
あ
る
。

(注)
-
　
子
日
は
く
、
「
之
を
知
る
者
は
之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好

む
者
は
之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
と
」
　
(
『
論
語
』
薙
也
窟
)
　
と
あ

m
2
　
滴
岳
の
『
関
中
記
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
)
　
に
「
其
の
山
を
一
に

中
南
と
名
づ
く
。
天
の
中
に
在
り
'
都
の
南
に
居
る
を
言
ふ
。
故

に
中
南
と
日
ふ
」
と
あ
る
。

3
　
『
五
経
要
義
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
)
　
に
「
終
南
山
は
長
安
の
南

山
な
り
。
1
に
太
一
と
名
づ
-
」
と
あ
る
。

4
　
『
辛
氏
三
奏
記
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
)
に
は
'
「
中
に
石
室
霊
芝

有
り
」
と
あ
る
。

5
　
『
荘
子
』
大
宗
師
帯
の
冒
頭
に
真
人
に
関
す
る
論
が
あ
る
。

6
　
胡
紹
瑛
の
説
は
『
困
学
紀
聞
』
巻
二
〇
に
拠
っ
て
お
り
へ
　
「
蓋
し

武
帝
白
り
始
ま
り
し
な
ら
ん
」
、
「
穆
王
・
平
王
の
事
は
考
ふ
べ
か

ら
ず
」
も
『
国
学
紀
聞
』
　
に
あ
る
。

7
　
「
神
明
台
・
井
幹
楼
を
立
つ
。
高
さ
五
十
丈
へ
蟹
道
柏
ひ
属
-
」

(
『
漢
書
』
巻
二
五
下
郊
把
志
下
)
　
の
顔
師
古
注
に
あ
る
。

8
　
胡
紹
瑛
は
「
関
学
紀
聞
に
云
ふ
」
と
し
て
'
『
元
和
郡
県
志
』
　
『
大

審
経
』
を
引
-
0

9
　
『
三
洞
道
科
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
二
二
)
　
に
遺
士
に
は
五
種
類
あ

る
と
し
て
、
そ
の
名
を
挙
げ
る
。

天
真
道
士
l
n
Z
玄
皇
人
・
広
成
子
・
中
皇
真
人
・
河
上
文
人

神
仙
遺
士
　
-
　
杜
沖
・
声
軌
・
赤
松
子
・
鬼
谷
子
・
安
期
先
生
・

王
方
平

10



山
居
遺
士
　
-
　
許
由
・
巣
父
・
王
侃
・
東
園
公
・
角
里
先
生

出
家
遺
士
I
宋
倫
・
影
註
・
彰
宗
・
王
探
・
封
君
達
・
王
子

年在
家
遺
士
1
黄
堤
・
箆
鐙

か
つ

1
0
　
「
中
に
石
室
有
り
。
常
て
1
遺
士
あ
り
て
'
五
穀
を
食
ら
は
ず
」

(
『
太
平
御
覧
』
巻
三
八
所
引
『
辛
氏
三
乗
記
」
)
、
「
王
嘉
は
五
穀

を
食
ら
は
ず
」
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
所
引
接
鴻
『
前
奏
記
』
)
、
「
赤
松

s
^
a
a
明

子
は
神
農
の
時
の
雨
師
な
り
。
水
玉
を
服
す
」
'
「
促
任
は
枕
山
の

採
薬
父
な
り
0
好
ん
で
松
の
実
を
食
ら
ふ
」
、
「
呂
尚
は
柴
州
の
人

な
り
。
(
中
略
)
　
沢
芝
地
髄
の
具
を
服
す
」
　
(
以
上
『
列
仙
伝
』
巻

上
)
　
と
あ
る
。

1
 
1
　
「
夫
の
世
を
過
て
I
I
-
・
宅
ら
ん
や
」
と
「
夫
の
遠
-
寄
せ
　
-

存
せ
ん
や
」
　
の
二
文
は
'
表
現
法
か
ら
し
て
異
な
る
二
つ
の
こ
と

を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
世
を
過
て
道
を
街
ぶ
者
」
は
「
粒

を
絶
ち
芝
を
茄
ら
ふ
者
」
と
同
じ
で
、
そ
れ
は
仙
人
の
こ
と
を
い

い
、
「
遠
-
寄
せ
冥
か
に
捜
ぐ
る
者
」
は
「
信
を
篤
-
し
神
に
通
ず

る
者
」
と
同
じ
で
'
そ
れ
は
仏
教
徒
の
こ
と
を
い
う
と
理
解
す
る
。

1
2
　
中
村
元
監
修
『
新
仏
教
辞
典
』
　
(
誠
信
書
房
)
に
は
「
古
-
か
ら

遺
士
・
隠
士
が
住
L
へ
　
3
世
紀
～
6
世
紀
に
活
化
寺
・
棲
光
寺
・

隠
岳
寺
・
中
巌
寺
・
自
巌
寺
な
ど
が
支
遁
・
竺
曇
猷
・
僧
祐
な
ど

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
'
幽
寂
の
修
行
地
と
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。

1
3
　
「
庚
関
の
詩
」
　
(
研
文
社
『
新
し
い
漢
文
教
育
』
第
1
三
号
)
0

(
広
島
大
学
)
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